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い
ま
か
ら
１
３
０
０
年
前
。
当
時
の
日
本
は
、
わ
た

し
た
ち
が
想
像
す
る
よ
り
、
遥
か
に
国
際
的
な
環
境
の

中
に
あ
り
ま
し
た
。
６
６
０
年
に
百
済
が
、
６
６
８
年

に
高
句
麗
が
滅
亡
す
る
と
、
倭
国
に
多
く
の
人
々
が
逃

れ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
７
１
６
年
に
は
、
東
国
に
移
住

し
て
い
た
高
句
麗
人
１
７
９
９
人
が
武
蔵
国
へ
移
さ

れ
、
現
在
の
埼
玉
県
日
高
市
・
飯
能
市
周
辺
に
高
麗
郡

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
展
覧
会
で
は
、
高
麗
王
若
光
を
祀
る
高
麗
神
社

（
日
高
市
新
堀
鎮
座
）の
社
宝
な
ど
も
交
え
て
、
高
麗
郡

の
成
り
立
ち
と
、高
麗
神
社
の
歴
史
を
振
り
返
り
つ
つ
、

日
本
に
根
付
い
た
渡
来
人
の
姿
を
跡
付
け
て
い
き
ま
す
。

■ 開館時間 午前10時～午後６時（入館は午後５時30分まで）

■ アクセス

〕内スパンャキ谷渋學大院學國〔 82-01-4東区谷渋都京東 0448-051〒
TEL：03-5466-0359　WEB：http://museum.kokugakuin.ac.jp/

【渋谷駅から】  渋谷駅から徒歩約13分  都営バス（渋谷駅東口バスターミナル
車下」前学大院学国「）行ータンセ療医赤日30学 

【表参道駅から】 表参道駅（地下鉄半蔵門線・銀座線・千代田線）B1出口から徒歩約15分
【恵比寿駅から】  恵比寿駅（JR山手線・地下鉄日比谷線）から徒歩約15分

 都営バス（恵比寿駅西口ロータリー1番のりば ータンセ療医赤日60学 

5 4 番のりば

車下」目丁四東「）行 

◎会期中、休館日はありません。
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高
麗
氏
と
高
麗
神
社

　

武
蔵
国
の
高
麗
郡
に
根
を
お
ろ
し
た
高
句
麗
人
た
ち
。
彼
ら
の
代
表
で

あ
っ
た
高
麗
王
を
祀
る
高こ

麗ま

神じ
ん

社じ
ゃ

は
、
古
く
か
ら
高こ

麗ま

明み
ょ
う

神じ
ん

、
大お

お

宮み
や

大だ
い

明み
ょ
う

神じ
ん

な
ど
と
呼
ば
れ
て
き
た
。
中
世
に
な
る
と
、
高
麗
王
の
末
裔
が
修
験
の

道
に
入
る
。
近
世
に
は
、
徳
川
将
軍
に
よ
る
所
領
の
安
堵
を
受
け
て
明
治

維
新
を
迎
え
た
。

Ⅱ．大宮大明神と別当大宮寺

Ⅰ．高句麗王族の末裔たち

企
画
展

Ⅲ．修験・神職としての高麗氏

　大
たい

宝
ほう

３（703）年に「王
こきし

」姓を与えられた高
こまのこきしじゃっこう

麗王若光の
子孫については、高麗神社所蔵の『高麗氏系図』に代々
の名が綴られている。そのほか、高句麗系の氏族からは、
高
こまの あ そ ん

麗朝臣（後に高倉朝臣）福
ふく

信
しん

のように、弾
だんじょうのかみ

正尹・武
むさしのかみ

蔵守
などを歴任した人物も出た。

　高麗神社は、高麗郡を拓いた高麗王が没した
後、「高麗明神」として崇敬されたことに起源
すると伝わる。また、高麗氏は、若光から数え
て14代目の一豊から「大

おお

宮
みや

」の大宮司を称し、
23代目の純秀（麗純）より別

べっ

当
とう

「大
だい

宮
ぐう

寺
じ

」の住持
職を世襲したという。

　高麗氏は、麗純が康
こう

治
じ

２（1143）年に大峯修行を
行って以来、代々山伏として活動し、近世になると
本
ほん

山
ざん

派
は

修験に属した。明治の神仏分離に際しては、
56代目の衍

えん

純
じゅん

（大
だい

記
き

）が復
ふく

飾
しょく

して神職となる。その後、
大宮大明神は、高麗神社と称されるようになった。

御
みしょうたい
正躰（十一面観世音菩薩）
鎌倉時代・12-13世紀

高麗神社蔵

日高市指定文化財
大宮社領安堵状(徳川家茂朱印状)　
江戸時代・万延元（1860）年　高麗神社蔵

日高市指定文化財　高麗氏系図　高麗神社蔵

御
ご
入
にゅう
峯
ぶ
供
ぐ
奉
ぶ
日記　江戸時代・天保10（1839）年　高麗神社蔵

MUSEUM TALK ミュージアムトーク

９/24（土）14：30～15：30

高句麗・高麗郡、そして高麗神社
会　場：國學院大學博物館 ミュージアムホール

〈講師〉 高麗 文康（高麗神社宮司）　深澤 太郎（本学准教授）

無料／申込不要

EVENT 関連イベント

高麗神社　第14回文化財展

高麗神社の御造営
９/15（木）～９/22（祝・木）９：00～16：00
会　場：高麗神社 参集殿２Ｆ（埼玉県日高市新堀833）
◎詳細は「高麗神社」ウェブサイトをご覧ください。

無料

武蔵国高麗郡建郡1300年

日本に根付いた渡来人―高麗郡と高麗神社―

担当：深澤太郎（國學院大學博物館准教授）・山𥔎雅稔（同文学部助教）
　　　網谷哲成（同博物館学芸員）・尾上周平（同博物館研究補助員）
編集：深澤太郎・陣内理良（國學院大學博物館学芸員）
協力：関口真規子（埼玉県立歴史と民俗の博物館）・中平薫（日高市教育委員会）・横田稔（高麗神社）

会期：平成28（2016）年９月３日（土）～10月10日（月・祝）
主
催
：
國
學
院
大
學
博
物
館

　
　
　
高
麗
神
社

後
援
：
毎
日
新
聞
社
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古
代
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
高
句
麗

１
３
０
０
年
前
の
高
麗
郡

　

４
世
紀
半
ば
か
ら
７
世
紀
に
か
け
て
の
東
ア
ジ
ア
で
は
、
高
句
麗
・
百

済
・
新
羅
、
そ
し
て
倭
が
、
中
国
王
朝
の
盛
衰
も
見
据
え
な
が
ら
対
峙
し

て
き
た
。
し
か
し
、
７
世
紀
後
半
に
唐
・
新
羅
が
百
済
・
高
句
麗
を
滅
ぼ

す
と
、
海
を
跨
い
だ
大
規
模
な
人
口
の
流
動
化
が
発
生
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

日
本
に
亡
命
し
た
高
句
麗
人
の
中
に
は
、
地
方
に
活
動
の
場
を
得
た
一

族
や
、
中
央
政
府
の
官
僚
と
な
っ
た
人
々
が
い
る
。
霊れ
い

亀き

２（
７
１
６
）年

に
は
、
駿
河
・
甲
斐
・
相
模
・
上
総
・
下
総
・
常
陸
と
下
野
に
移
住
し
て

い
た
「
高こ

麗ま

人ひ
と

」
１
７
９
９
人
が
武
蔵
国
へ
移
さ
れ
、
高こ

麗ま

郡ぐ
ん

が
設
置
さ

れ
た
。

Ⅰ．三国時代の国々Ⅰ．渡来人の移住

Ⅱ．古代の高麗郡

Ⅱ．高句麗と倭

　高句麗は、313年に朝鮮半島北部の楽浪郡を滅ぼし、
427年に丸

がん

都
と

から平
へい

壌
じょう

へ遷都する。４世紀半ばに成立
した百済は、高句麗の攻勢を受けて、徐々に勢力を南
へ後退させていく。そして新羅は、唐と結んで660年
に百済、668年に高句麗を滅ぼした。

　７世紀後半以降、故国を失った百済人・高句麗人だ
けでなく、新羅人も日本各地にコミュニティを形成し
ていた。国家政策による渡来人の集団移住も行われて
おり、霊亀２（716）年の武蔵国高麗郡設置については、
『続

しょく

日
に

本
ほん

紀
ぎ

』に経緯が記されている。

　高麗郡域は、東山道と武蔵国府をつなぐ武
む

蔵
さし

路
みち

の中間
地点にあたる。８世紀まで未開の原野であったが、徐々
に開拓が進められた。日高市の拾

じゅっこく

石・王
おう

神
じん

・堀ノ内遺跡
周辺に郡

ぐん

衙
が

が置かれたものと見られ、女
おな

影
かげ

廃
はい

寺
じ

に続き、
大寺廃寺や高岡廃寺も建立されていく。

　高句麗と倭の接触については、414年建
立の広

こう

開
かい

土
ど

王
おう

碑
ひ

に詳しい。それによれば、
391年から404年にかけて倭が朝鮮半島に侵
攻し、百済・新羅を服属させ、高句麗と対
立したという。『古事記』・『日本書紀』の
新羅征討説話にも、関連記事が見られる。

画像塼（玉
ぎょく
兎
と
搗
とう
薬
やく
文
もん
）

朝鮮民主主義人民共和国平壤直轄市楽浪区域出土
後漢・１-2 世紀

『続日本紀』（卷第七）
國學院大學図書館蔵

墨書土器
埼玉県日高市高萩　拾石遺跡出土
奈良・平安時代・８-９世紀
日高市教育委員会蔵

『和
わ
名
みょう
類
るい
聚
じゅう
抄
しょう
』

國學院大學図書館蔵

平瓦（刻印「髙」）
東京都国分寺市西元町・東元町
武蔵国分寺跡出土
奈良時代・８世紀

日高市指定文化財
軒丸瓦・軒平瓦
埼玉県日高市女影　女影廃寺出土
平安時代・９世紀
日高市教育委員会蔵

軒丸瓦
朝鮮民主主義人民共和国平壤直轄市出土
徳富蘇峰旧蔵
高句麗・5 世紀

『後漢書』（東夷伝高句麗条）
國學院大學図書館蔵

軒丸瓦
大韓民国忠清南道扶餘郡出土
徳富蘇峰旧蔵
百済・６-７世紀

広開土王（好太王）碑［拓本］
中華人民共和国吉林省通化市集安市大碑村
高句麗・414年


